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係の典型であることを
無
視
し
て

。
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友

好。
が強制され

すぎてきた無理が、
ここへ

きて一
挙に表出したのだともいえよう 。

いわゆる
教科書問題、
靖国問題なども本

質的にはなんら決着がついていなかっ
たう

えに、
貿易不均衡 、
防衛費一
%枠問題、
ズ

ダン号事件が加わり、そこへ

光華寮判閃か

出ただけに、中国が対日姿勢
を著しく硬化

させていたことは、
先の栗原防衛庁長官訪

中の際にも見えていた 。
それら一
連の問題

点をはっ
きりさせたのは公明党の矢野委員

長以下の訪中国一
行と郡小平主任との会談
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壊
れ
や
す
い
国
際
関
係
の
典
型

日中国
交正常化十五周年
を迎えようとし

てい
る今回 、

中国とわが国とのあいだに 、

。日中対立e
とも呼ぶべ

き深
刻な外交上の

亀
裂が拡がりはじめている 。
つい先日まで

しきりに鼓吹されてい
た。
永
遠

の日中
友

好。
とか。一
衣
帯水 、
子々
孫々
。

などのス

ローガンが空々
しく思われるような雰囲気

にもなっ
てきた 。

日中関係は、
いわば異母兄弟のような関

係であっ
て、糟在的な摩擦を含むものであ

り、こわれやすい（同
2w凹ごO

）国
際
関

であり、さらに矢野・
都小
平会見をめぐる

臼
本外務省と中国当局との違和であっ
た 。

この点で公明党の今次訪中回は、
同党なら

ではの野党外交の成果を久々
にあげたとも

いえよ
うが 、
半面、日中
外
交

が
か

つ
て

の
光華寮問題の背景をみる

。人民外交e
のようなパ

ターンに戻っ
てし

まっ
たかのような感もあるだけに、
将来的

にも同党は大きな重荷を背負うことになる

かもしれない。

一
方、
臼本政府は、これまで日中御
祝儀

外交に徹していたかのような外筏省が。日

中対立e
をも辞さないかのような姿勢を示

しつつ
あり、
今後の事態の
推移が気になる

ところである 。
しかも、
今日の日本外務省

の対中外交の布陣は、
中江大使 、
藤田アy

ア局長といっ
た最高ベ
テランの担い手によ

っ
ているだ甘に、一
連の
諸展開にはなおさ

ら注目せぎるを得ない。
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三
権
分
立
許
容
で
き
ぬ
中
国

も、
今日の中国政治の核心を報道をしたが

ゆえに圏外追放された共同通信・
辺見記者

の命運と等しく 、
当面の中国にとっ
て絶対

に許容できない問題なのである 。

第二
には、

光翠策判
決が

台湾
（

中
華

民

国）の存在を認めたという点のみならず、

日中の外交
関係のうえでは存在しないこと

になっ
ている台湾（中華民国）が今日の国

際社会のなかでもっ
とも重要な経済や貿易

という分野で見るかぎり、
ますます大きな

姿で厳然として存在レ 、
たと一
ば日中貿易

さて、
問題の核心になっ
ている

光華寮判
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「
台
湾
は
中
国
の
内
政」
強
調
を

」のように見てくると、
最近の日中摩擦

正論-日中摩擦を生んだ拙速外交　光華寮問題の背景をみ
る


